
住吉踊
すみよし おどり



住吉踊とは
⺠俗芸能。⼤阪市住吉区の住吉⼤社に伝承され
る踊りで、古くは住吉⼤社の神宮寺、新羅寺の
社僧が御田植祭に踊ったあと、住吉代参の祈禱
の目的で京阪を巡回して踊ったものだという。
白木綿の衣装に手甲、股引、脚絆といった旅仕
度の者4〜5人が円陣をつくり、音頭取りが⼤傘
を立てて〈住吉様の岸の姫松目出たさよ〉など
と傘の柄をたたきながら歌うのにつれて、うち
わを打ちふり足をはねあげて踊る。茜（あかね)

染の布をめぐらした菅笠（すげがさ）や茜木綿
の前垂れなどにも特徴がある。
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住吉踊は住吉に伝来する⺠俗芸能で、住吉⼤社の祭礼などで披露される。



住吉踊の起源について（伝承）
神功皇后が遠征から海路を帰還し、
船団が堺の七道の浜辺に上陸した時、
ちょうど新嘗祭（収穫の感謝祭）であったため
住⺠がともに踊ってお祝いしたという。

この踊りは吉志舞（きしまい）といい、安倍氏
がつかさどり、難波吉志の一族によって代々伝
承され、吉志部の楽とも称した。
宮廷の儀式楽として伝承されたが、中世に廃絶。



住吉祭礼図には住吉社頭において住吉踊に興じる人々を生き生きと描いている。

堺市博物館『住吉祭礼図屏風』左隻より



『花洛細見図』 元禄17年（1704）序
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住吉神宮寺 すみよし じんぐうじ



現存最古の住吉大社境内図面 『摂津国住吉社絵図』承応2年（1653）
京都府立総合資料館所蔵 中井家文書より
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神社と寺院の共存関係 神前で仏教行事をおこなう神宮寺の社僧
『住吉名勝図会』盂蘭盆会



『難波名所図会』より「住吉御田の祭式 田楽之図」 歌川広重筆



『人倫訓蒙図彙』元禄3年（1690） 『守貞漫稿』嘉永6年（1853）



明治25年（1892）発行 『摂津国坐官幣⼤社住吉神社之図』



明治25年（1892）発行 『摂津国坐官幣⼤社住吉神社之図』



●与謝野晶子「私の生ひ立ち」
四 夏祭

お正月の済んでしまつた頃から、私等はもう
お祓（※おはらひ＝住吉祭）が幾月と幾日す
れば来ると云ふことを、数へるのを忘れませ
んでした。
・・・（略）・・・

朝御飯を食べますともう住吉踊が来ます。
「すみようしさんまいの」

と拍子ごとに云ふ踊で、姿は白衣に腰衣を穿
いた所化（※しょけ＝僧侶）を装つて居るの
です。踊手は三人程で、音頭とりが⻑い傘を
さして真中に立ち、その傘の柄を木で叩くの
が拍子なのです。



伊勢神宮参拝団

大阪楽正会
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⼤阪楽正会による住吉踊（反橋の上） 昭和初期



〔古代〕 吉志舞（神功皇后）
〔中世〕 ⇐ 田楽（御田植神事）

⇐ 虫追（虫払の儀）
⇦ 神宮寺・勧進僧

〔近世〕 住吉踊
風流踊 念仏踊 ⼤道芸

諸国の住吉踊へ
〔近代〕 <神仏分離>

⇦ ⼤阪楽正会
⇦ 住吉会

〔現代〕 現・住吉踊 （住吉踊保存後援会）





中之島図書館人形洞文庫

川崎巨泉画『巨泉玩具帖』より



住吉踊と製作者の松谷吉彦氏（住吉区在住）



最後に、
全国に伝播した住吉踊



和歌山県田辺市長野
⻑野⼋幡神社住吉踊（ながのはちまんじんじゃ・すみよしおどり）

和歌⼭県指定無形⺠俗文化財



愛知県一宮市今伊勢町宮後
宮後住吉踊（みやうしろ・すみよしおどり）

愛知県一宮市指定無形⺠俗文化財



東京都
江⼾芸かっぽれ （江⼾住吉踊）


